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マスコット
（愛称）ゆーりん

みんな　知って
る？

野々市町でも開
かれるよ！

平成22年10月９日㈯～12日㈫

　県の郷土の花「クロユリ」をモチーフに、全国
から参加する皆さんに元気の花を咲かせてほしい
という思いと、温かいおもてなしでお迎えする気
持ちを表現しています。
　町内でも、じょんからまつりや敬老会に出現し、
大会をＰＲしました。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
…

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
は
、

60
歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
、
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典

で
す
。

　

卓
球
、
水
泳
、
囲
碁
、
俳
句
な
ど
の
各

交
流
大
会
や
美
術
展
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
各
種
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
63
年
の
第
１
回
ひ
ょ
う
ご
大
会

以
来
、
全
国
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
い
し
か
わ
大
会
は
第
23
回
大
会
と
な

り
ま
す
。

ねんりんピック北海道・札幌 �009 総合開会式

大会の目標
世代や地域を超えた新たな絆を大切に、高
齢者が生きがいを持ち活躍できる活力あふ
れる社会、誰もが生涯輝き続けることがで
きる社会の実現を目指します。
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田渡定夫さん　町の
水泳協会理事長を務
め、 町 の ね ん り ん
ピック実行委員とし
て運営にあたる。

　選手として、昨年ねんりんピック
に初出場するほか、県体「60 歳以
上 50 ｍ自由形」で大会記録での優
勝を果たしている。過去に国体の出
場経験もある。

イ
ベ
ン
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

10
月
９
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
、
県
内

13
市
町
を
会
場
に
、24
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
交
流
大
会
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
県
の

特
色
が
楽
し
め
る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
10
種
目
）

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
マ
ラ
ソ
ン
（
※
）、
弓
道
、
剣

道

 

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
（
９
種
目
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な
た
、
太

極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ

カ
ー
、
水
泳
、
ダ
ン
ス
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
（
※
）

 

文
化
交
流
大
会
（
５
種
目
）

囲
碁
、
将
棋
、
俳
句
（
※
）、
か
る
た
（
百

人
一
首
）、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

※
は
一
般
参
加
可
能
の
も
の

　

野
々
市
町
で
は
、
10
日
、
11
日
の
２
日

間
、「
水
泳
交
流
大
会
」
を
、
ス
ポ
ー
ツ

ラ
ン
ド
プ
ー
ル
を
会
場
に
行
い
ま
す
。
ま

た
、
会
場
横
の
ふ
れ

あ
い
広
場
に
お
い
て

健
康
づ
く
り
指
導
や

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健

康
相
談
な
ど
を
行
う

「
健
康
づ
く
り
教
室
」

も
催
し
ま
す
。 

　

今
後
、
出
場
選
手
、
企
画
内
容
の
詳
細

を
含
め
、広
報
で
お
伝
え
す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

第
��
回
全
国
健
康
福
祉
祭

い
し
か
わ
大
会
野
々
市
町
実
行
委
員
会　

（
☎
２
２
７―

６
０
６
２
）

　

水
泳
交
流
大
会
は
約
５
０
０
人
の
選
手

の
参
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。　
　

　

全
国
的
に
は
知
名
度
の
低
い
野
々
市
町
。

大
会
を
機
に
少
し
で
も
町
に
興
味
・
関
心

を
持
っ
て
く
れ
る
人
が
町
外
に
で
き
る
こ

と
も
良
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

昨
年
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
、

実
行
委
員
を
務
め
る
田
渡
定
夫
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
し
た
。

―

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
北
海
道
・
札
幌

２
０
０
９
に
参
加
さ
れ
て
の
感
想
は

　

60
歳
以
上
と
は
い
え
元
気
な
方
が
全

国
か
ら
集
ま
り
と
て
も
華
や
か
。
競
技

の
み
の
大
会
と
違
い
ぴ
り
ぴ
り
せ
ず
、

競
技
に
交
流
に
と
、
ふ
れ
あ
い
を
楽
し

め
ま
し
た
。
前
泊
し
て
い
る
部
屋
に
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

が
置
い
て
あ
る
な
ど
、
地
域
の
方
の
ぬ

く
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。

―

開
催
す
る
側
と
な
っ
た
気
持
ち
は

　

全
国
の
人
た
ち
に
心
を
込
め
た
お
も

て
な
し
を
す
る
気
持
ち
で
す
。
も
て
な

し
鍋
や
手
作
り
記
念
品
な
ど
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
全
国
の
人
た
ち
に
温
か
さ

を
届
け
た
い
で
す
ね
。

　

競
技
の
運
営
は
、
ほ
か
の
大
会
な
ど

で
経
験
が
あ
る
の
で
良
い
で
す
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
な
ど
競
技
以
外

の
部
分
で
は
慣
れ
な
い
点
が
多
く
大
変

で
す
。

―

開
催
に
あ
た
っ
て
の
課
題
は

　

ど
う
お
も
て
な
し
し
て
い
く
か
、
ど

う
盛
り
上
げ
て
い
く
の
か
具
体
的
に
話

を
詰
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
施

設
や
競
技
面
で
は
コ
ー
ス
ロ
ー
プ
や
休

憩
所
な
ど
の
問
題
の
ほ
か
、
観
客
席
を

ど
う
確
保
す
る
の
か
が
最
大
の
懸
案
と

な
っ
て
い
ま
す
。
開
催
ま
で
の
短
い
期

間
で
す
が
、
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

総合開会式

（
前
日
祭
）

10月８日㈮ 10月９日㈯ 10月10日㈰ 10月11日（祝） 10月12日㈫

スポーツ交流大会
ふれあいスポーツ大会
文化交流大会
健康づくり教室

ふれあいニュースポーツ
美術展

ふれあい広場
ファッションショー 音楽文化祭 シンポジウム

健康フェア　ふれあい広場など

総合閉会式
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２
月
14
日
㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア

で
町
連
合
町
内
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
21
年
事
業
・
会
計
決
算

報
告
、
22
年
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
か
ら
は
、
市
制

に
向
け
た
住
民
意
識
調
査
や
地
区
説
明

会
、
10
月
に
控
え
る
国
勢
調
査
の
協
力
依

頼
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
次
の
方
々
が
新
し
い
役

員
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長 

藤　
　
　

力
（
高
橋
町
）

副
会
長 

目
名　
　

進
（
位
川
）

　

〃 

堀　
　

秀
次
（
柳
町
）

　

〃 

大
谷　

昇
一
（
丸
木
）

会　

計 

藤
田　

雅
顯
（
あ
や
め
）

監　

査 
中
野
與
志
久
（
本
町
３
丁
目
）

　

〃 
松
本　

明
郎
（
新
庄
３
丁
目
）

理　

事 
宮
本　

一
郎
（
本
町
１
丁
目
県
住
） 

　

〃 

小
西　

國
夫
（
本
町
４
丁
目
）

　

〃 

久
保　

哲
造
（
白
山
町
）

　

〃 

岩
城　
　

蕃
（
粟
田
）

　

〃 

北
川　

康
一
（
下
林
）

　

〃 

北
村　

淳
平
（
太
平
寺
）

　

〃 

野
村　

昌
彦
（
三
日
市
町
）

　

〃 

高
橋　

篤
史
（
長
池
）

　

〃 

森　
　

信
雄
（
押
越
）

　

ま
た
、
多
年
に
わ
た
り
町
内
会
長
と
し

て
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

小
松　

時
彦
さ
ん
（
若
松
町
）

　
　

水
野　

俊
一
さ
ん
（
横
宮
町
）

平
成
22
年 

町
連
合
町
内
会
総
会

本町１丁目 高橋　吉隆

本町１丁目（県住） 宮本　一郎

本町２丁目（東） 高尾　一昭

本町２丁目（西） 粟生木　昭

本町３丁目 中野與志久

本町４丁目 小西　國夫

本町５丁目 上野　喜紹

本町六丁目 石田　聖悟

若松町 水口　　清

横宮町 中川　　淳

高橋町 藤　　　力

扇が丘 細谷　　栞

住吉町 本多　郁夫

菅原町 柿本　　修

菅原団地 濱　　宏樹

白山町 久保　哲造

中林 湯上　耕治

中林丸の内 川田　　浄

上林 村井　義一

新庄１丁目 長井　久雄

新庄２丁目 長浦　正兼

新庄３丁目 松本　明郎

新庄４丁目 山口　　章

新庄５丁目 坂下　則行

粟田 岩城　　蕃

矢作 中村　清雄

三納 河尻　捷治

藤平 林　　浩陽

藤平田 源田　　充

藤平田２丁目 坂井　正男

下林 北川　康一

位川 目名　　進

太平寺 北村　淳平

清金 宮野　茂昭

清金３丁目 若菜　勝男

末松 南田　卓朗

稲荷 市本　富男

堀内 焼塩　幸一

堀内新 坂元　圭也

田尻町 藤田　嘉孝

三日市町 野村　昌彦

三日市新町 清水　　宏

二日市町 宮西　外男

徳用町 越中　　進

郷町 中村　行也

蓮花寺町 中野　隆信

柳町 堀　　秀次

長池 高橋　篤史

丸木 大谷　昇一

押野 中野　一郎

押越 森　　信雄

野代 長田　澄宏

あすなろ団地 田中　俊久

御経塚 武田　憲三

あやめ 藤田　雅顯

まちの町内会長さん
　　　　　　　　　　（敬称略）  

本　

町　

地　

区

富　

奥　

地　

区

郷　

地　

区

押　

野　

地　

区
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市
制
の
実
現
に
向
け
て

 　市制の要件　銀行・会社・娯楽施設など

　石川県市制条例には「銀行、会社、工場等が相当数設けられ、その数及び規模が他市と

比して遜色がないこと」また、「病院、診療所、映画館等が相当数設けられていること」と定められています。

　町内には、多くの銀行、会社、工場が立地しています。また、病院、診療所のほかショッピングセンター

に併設される複合映画館があり、県内他市と比較しても同水準か、それ以上のものであると思われます。

このことから要件を満たしていると考えます。

市制施行コラム8

　

新
市
名
称
検
討
委
員
会
初
会
議

　

１
月
29
日
㈮
、「
町
新
市
名
称
検
討
委

員
会
」
第
一
回
会
議
が
開
か
れ
、
委
員
長

に
徳
田
寿
秋
・
町
教
育
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
平
成
22
年

国
勢
調
査
で
人
口
５
万
人
を
達
成
し
、
平

成
23
年
度
下
半
期
以
降
の
市
制
施
行
を
目

指
す
本
町
に
お
い
て
、町
の
伝
統
と
歴
史
、

現
在
の
活
気
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
勘

案
し
、
町
に
住
む
住
民
が
誇
り
を
持
つ
こ

と
の
で
き
る
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を

検
討
し
ま
す
。

委
員
長
を
除
く
委
員
（
敬
称
略
）

金
田
誠
治
（
野
々
市
農
業
協
同
組
合
長
）

木
越
隆
三
（
金
沢
城
調
査
研
究
所
副
所
長
）

西
田
治
夫
（
町
議
会
議
長
）

藤　
　

力
（
町
連
合
町
内
会
長
）

村
山
和
雄
（
町
商
工
会
長
）

　

会
議
で
は
、
新
市
名
称
の
検
討
方
針

（
案
）が
次
の
と
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

① 
新
市
名
称
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
公

募
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る

② 

住
民
が
、
未
来
に
夢
と
誇
り
を
持
て
る

新
市
名
称
と
す
る

③ 

本
町
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
新
市
名
称
と
す
る

④ 

町
内
外
の
人
に
分
か
り
や
す
く
、
ま
ち
を

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
新
市
名
称
と
す
る

　

冒
頭
、
粟
町
長
が
「
新
市
の
名
称
は
町

民
に
と
っ
て
大
変
関
心
の
高
い
も
の
。
単

独
で
の
市
制
を
目
指
す
わ
が
町
だ
か
ら
こ

そ
〝
野
々
市
〟
と
い
う
地
名
を
検
証
し
、

い
ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
議
論
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
意
識
調
査
の
結
果
を
参
考
に
、

５
月
末
ま
で
に
答
申
を
行
う
予
定
で
す
。

多くの報道機関からも注目を集めた第一回会議

調査専用封筒 22,000
部は県民共済生活協
同組合様からご寄贈
いただきました。

　

住
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
を

　

市
制
の
施
行
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意

向
や
意
見
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
住
民
意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。

 

調
査
内
容

　

●
在
住
の
地
域
や
在
住
年
数
な
ど　

　

●
市
制
施
行
に
つ
い
て　

　

●
新
市
の
名
称
候
補
に
つ
い
て　

な
ど

 

対　
　

象

　

町
内
全
世
帯

 

配
布
方
法

　

広
報
４
月
号
と
同
時
に
配
布

 

回
収
方
法

　

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
入
れ
、
返
送

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
大
変
重
要
な
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

市
制
準
備
室
（
☎
２
２
７―

６
０
２
８
）
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１
月
16
日
～
２
月
15
日

■
１
月

26
日　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察

　
　
　

県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

27
日　

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

28
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
員
総
会

　
　
　

 

石
川
中
央
都
市
圏
議
会
連
絡
会
行

政
課
題
研
究
会

■
２
月

１
日　

 

白
山
石
川
医
療
企
業
団
議
会
全
員

協
議
会

12
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
活
動

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金
へ

▽
平
井
勇
作
様
（
太
平
寺
３
丁
目
）
か
ら

10
万
円

▽
野
々
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
様
か
ら

２
万
５
千
１
２
５
円

▽
町
勤
労
者
協
議
会
様
か
ら２

万
７
２
２
円

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
様
か
ら

１
万
８
千
９
８
８
円

　

ご
寄
付

　

町
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
町
部
課
長
が

皆
さ
ん
の
町
内
会
に
出
向
き
、
ま
ち
づ
く

り
の
現
状
や
展
望
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
「
町
政
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。平
成
19
年
６
月
に
、

粟
町
長
が
就
任
し
て
か
ら
今
年
度
ま
で
に

予
定
を
含
め
、18
回
の
開
催
を
数
え
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
町
は
市

制
実
現
に
向
け
て
の
準
備
作
業
を
精
力
的

に
進
め
て
い
ま
す
。
市
制
移
行
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
と
な
る
新
総
合

計
画
の
策
定
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
制
移
行
や
新
総
合
計

画
の
進
捗
状
況
、
課
題
を
多
く
の
住
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
な
が
ら
、
そ
の
意
向
や
考

え
を
聴
く
場
と
し
て
、
今
後
、
町
政
ふ
れ

あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実
施
を
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
の
町
政
へ
の
思
い
を
直

接
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
で
住
み
良
く
す
る
住
民
参

画
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の

体
制
を
確
立
し
、
こ
れ
か
ら
住
民
参
画
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

全
町
内
会
で
開
催
を

　

市
制
実
現
が
お
お
む
ね
確
定
す
る
平
成

23
年
３
月
頃
ま
で
に
、
全
町
内
会
で
開
催

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
連
合
町
内
会
総
会

の
場
（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
依
頼
し
ま
し

た
。
町
内
会
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

昨
年
ま
で
町
内
会
に
お
願
い
し
て
い
た
事

前
質
問
の
集
約
を
取
り
止
め
、
今
年
か
ら

は
直
接
会
場
で
意
見
を
伺
い
ま
す
。

団
体
・
サ
ー
ク
ル
も
対
象
に

　

こ
れ
ま
で
は
町
内
会
を
対
象
に
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
町
内
の
各
種

団
体
・
サ
ー
ク
ル
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

地
域
だ
け
で
な
く
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
人

た
ち
と
町
長
は
じ
め
町
部
課
長
が
懇
談
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幅
の
広
い
町
政
運
営

の
参
考
に
な
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

こ
の
日
は
、
粟
町
長
が
「
５
万
人
市
制

の
将
来
展
望
」
と
題
し
て
講
演
し
、
大
学

と
連
携
し
た
野
々
市
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン

ド
づ
く
り
へ
の
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。
質

問
と
し
て
出
た
安
全
・
防
災
情
報
の
一
斉

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
21
年
９

月
か
ら
運
用
し
て
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
に
、

交
通
安
全
対
策
や
学
童
保
育
の
拡
充
な
ど

に
つ
い
て
も
皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
事
業
を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

平成 20 年 10 月に粟田町内会で開催した町政ふれあいミーティング

問
い
合
わ
せ　

広
報
情
報
課　

広
報
広
聴
担
当　
（
☎
２
２
７―
６
０
５
６
）

５
万
人
市
制
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
り
合
う

町
政
ふ
れ
あ
い
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
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１
，
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

１
月
入
札
分

■
公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工
事

　

二
日
市
第
二
処
理
分
区　

第
３
工
区

予
定
価
格　

２
，
４
１
５
万
円

落
札
価
格　

２
，
２
５
７
万
５
千
円

落
札
者　

北
川
ヒ
ュ
ー
テ
ッ
ク
㈱

■
公
共
下
水
道
事
業　

道
路
舗
装
復
旧
工
事

　

二
日
市
第
二
処
理
分
区　

第
４
工
区

予
定
価
格　

１
，
４
４
３
万
７
千
５
百
円

落
札
価
格　

１
，
３
４
４
万
円

落
札
者　

沢
田
工
業
㈱

　

入
札
結
果

■
第
�8
回　

町
新
春
囲
碁
大
会

　

１
月
17
日
㈰
、
中
央
公
民
館
で
52
人
が

参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
Ａ
級
（
三
段
以
上
）

　

①
西
永
正
雄　
　

②
村
浜
光
海　

　

③
大
西
英
明

▽
Ｂ
級
（
初
段
、
二
段
）

　

①
出
島
正
雄　
　

②
勝
田
重
雄　

　

③
田
ノ
岡
忠
史

▽
Ｃ
級

　

①
上
瀧
源
一
郎　

②
長
沢
貞
吉　

　

③
湯
浅
外
茂
夫

　

大
会
結
果

㈶自治総合センター宝くじ普及広報事業

子育て支援センター車、絵本など購入　

　平成 21 年度宝くじ普及広報事業補助金により、子育
て支援車両（表紙写真）と貸出し用の絵本や育児書を
購入しました。子育て支援センター菅原で運用を行い、
町内を巡回して子育て家庭と楽しくふれ合います。

　児童虐待防止リーフレット作成

　平成 21 年度宝くじ普及広報事業補助金により、児童
虐待防止に向けた取り組みを推進するために、児童虐
待防止活動の啓発リーフレットを作成しました。町要
保護児童対策地域協議会から各関係機関へ配布します。

宝くじ文化公演「東京名人会」開催　

　平成 21 年度宝くじ普及広報事業、文化振興
事業の一環として、宝くじ文化公演「東京名
人会」が２月 10 日㈬、文化会館フォルテで開
かれました。おぼん・こぼんやロケット団に
よる漫才、三遊亭楽太郎による落語のほか、
マジックや江戸曲ごまなど楽しい演目がめじ
ろ押し。訪れた約 550 人の観客による笑い声
と笑顔がホールにあふれていました。
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町のキャラクター『のっティ』をご活用ください
問い合わせ　地域振興室（産業振興課内）　☎ ��� － �1�0　

コミュニティバス「のっティ」の車両リニューアル
問い合わせ　都市計画課都市計画担当　☎ ��� － �091　

TOPICSTOPICSTOPICSTOPICS －のっティ情報－

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
足
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
「
の
っ

テ
ィ
」
北
部
ル
ー
ト
（
青
）
の
車
両
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
車
両
の
お
目
見
え
は
、
４
月
１
日
か
ら
の
予
定

で
す
。
車
両
の
形
は
少
々
異
な
り
ま
す
が
、
デ
ザ
イ
ン
は

こ
れ
ま
で
の
か
わ
い
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

出
入
り
口
が
、
こ
れ
ま
で
の
１
カ
所
か
ら
、
後
ろ
か
ら

乗
っ
て
前
か
ら
降
り
る
２
カ
所
と
な
り
ま
す
。
乗
車
定
員

（
運
転
手
除
く
）
も
11
人
増
え
、
30
人
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
の
っ
テ
ィ
」
を

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
し
ま
す
。

　

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
の
っ
テ
ィ
」
の
デ
ザ
イ
ン
は
、個
人
・

法
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。非
営
利
活
動
の
場
合
、利
用
に
あ
た
っ
て
、ユ
ー
ザ
ー

登
録
や
使
用
報
告
な
ど
は
不
要
で
す
。

　

個
人
的
な
印
刷
物
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
商
品

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　

使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

１　

 

使
用
す
る
「
の
っ
テ
ィ
」
の
基
本
デ
ザ
イ
ン
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

２　

 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う
デ
ザ
イ
ン
の
改

変
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い

３　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
使
用
で
き
ま
せ
ん

　
　

⑴ 

野
々
市
町
の
品
位
を
傷
つ
け
る
と
き
、
ま
た
は
そ
の

お
そ
れ
が
あ
る
と
き

　
　

⑵ 

法
令
や
公
の
秩
序
、
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
と
き
、

ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

　
　

⑶ 

特
定
の
個
人
や
政
党
、
宗
教
団
体
を
支
援
ま
た
は
公

認
し
て
い
る
よ
う
に
誤
解
さ
せ
る
と
き
や
、
そ
の
お

そ
れ
が
あ
る
と
き

　
　

⑷
そ
の
ほ
か
、
そ
の
使
用
が
不
適
当
と
認
め
る
と
き

４　

 

営
利
を
目
的
と
し
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
使

用
承
認
申
請
書
を
地
域
振
興
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

町ホームページ（http://www.town.nonoichi.lg.jp/）トップから「町キャラクターのっティ」へ
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一
人
暮
ら
し
で
、
誰
に
も
み
と
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
家
の
中
で

亡
く
な
り
、
と
き
に
は
何
週
間
も
過
ぎ

て
か
ら
発
見
さ
れ
る
孤
独
死
が
、
改
め

て
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

孤
独
死
を
未
然
に
防
ぎ
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
が
、

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
延
び
て
き
ま

し
た
が
、
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
「
健
康
寿
命
」
と
の
差
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。
石
川
県
に
お
い
て
も
平
均

寿
命
と
健
康
寿
命
と
の
間
に
差
が
あ

り
、
男
性
で
２
．
５
歳
、
女
性
で
５
．

５
歳
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
は
、
一
人
一
人
が
充
実
し
た
生

活
を
送
り
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
必
要
な
基
本
的
条
件
で
す
。
生
涯
に

わ
た
っ
て
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　

健
康
と
食
事
に
は
深
い
つ
な
が
り
が

あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
送

る
う
え
で
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観

が
多
様
化
し
た
現
代
社
会
で
は
食
生
活

健 康 通 信
日々の食事を見直そう

地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…⑪

地
域
づ
く
り
で
孤
独
死
ゼ
ロ

　

地
域
の
人
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
を
や
さ
し
く
見
守
り
、
声
を
か

け
る
な
ど
し
て
、
地
域
か
ら
孤
立
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
地
域
の
底
力
」
を
生
か
し
て
、
声
か

け
や
見
守
り
な
ど
気
軽
に
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

が
乱
れ
が
ち
に
な
り
や
す
く
、
生
活
習

慣
病
や
そ
れ
に
起
因
す
る
病
気
も
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
食
生
活
は
、「
も
ち
」
や
「
す

し
」
な
ど
糖
質
を
多
く
含
み
、
食
べ
る

際
に
醤
油
な
ど
の
塩
分
を
必
要
と
す
る

食
品
を
好
む
傾
向
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

菓
子
類
な
ど
糖
質
や
脂
質
を
多
く
含
む

食
品
を
好
む
特
徴
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

平
成
20
年
度
特
定
健
康
診
査
か
ら
は
、

腹
囲
に
異
常
を
認
め
る
人
に
お
い
て
、

高
血
圧
、
高
血
糖
、
脂
質
異
常
を
併
せ

持
つ
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
日
常
的
な
食
生
活
の

積
み
重
ね
が
、
将
来
的
な
健
康
状
態
を

左
右
す
る
と
い
え
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の

食
事
が
将
来
の
健
康
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
今
一
度
食
生
活
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

〔
参
考
〕
県
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー　

（
☎
２
４
８―

３
５
１
１
）

問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
役
場
１
階
）

（
☎
２
２
７―

６
０
６
７
）

地
域
で
の
声
か
け
と

見
守
り
の
強
化
を

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

目
標
５
千
人

認知症になっても安心して暮らせるまちづく
りの一環として、認知症サポーターを養成し
ています。

野々市明倫高校
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世界に一つだけの作品が誕生！
映像制作ワークショップ「ショートムービーを作ろう」

　２月16日㈫、情報交流館カメリアで映像制作ワークショッ
プの作品発表会が行われ、６人の受講生が成果を発表しまし
た。講座は、北陸放送の本谷公夫氏を講師に昨年末から６回に
わたって行われました。デジタルビデオカメラで撮影を行い、
パソコンでの編集作業です。チャレンジした作品のテーマは
「笑える2010年」
　撮影・編集といった技術以上に、何をどう表現していくか考
えることが一番難しかったようで、作り手の努力がうかがえる
力作がそろっていました。

カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

←みんなで撮影画像を見ながら、楽しく？編集作業

　２月10日㈬、館野ミニバスケットボールクラブ男子の第41回全国ミニバスケットボール大会出場激励会が行わ
れました。予選を兼ねた県選抜大会は、野々市町のチーム同士の決勝戦となり、館野クラブが菅原クラブに43－
33で勝ち、見事優勝。初の全国大会出場を勝ち取りました。過去２回準優勝で全国大会を逃しているため、３度目
の正直でようやくの出場となり、選手も関係者も喜びはひとしおのようです。
　激励会では、選手を代表して宮前喜登くんが「全員が全力でたたかい、優勝を目指します」と決意表明を行いました。
　全国大会は、３月28日から30日にかけて、東京国立代々木競技場を舞台に行われます。町内からは過去に、男
子では御園クラブが３回、女子では菅原クラブが１回出場を果たしています。

←菅原との決勝戦。ゴール下でシュートを狙う背番号５大倉くん

↓全力を尽くすことを誓い。全国大会出場激励会
↓（一番下）選手と一緒にたたかった応援席

目指せ、全国大会優勝！
館野ミニバスケットボールクラブ全国大会出場激励会
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現役の競技者からの生の声
スポーツおもしろゼミナール

　１月28日㈭、文化会館で、スポーツ少年団指導者らを対象
とした講演が行われました。講師に齋藤里香氏（北京オリンピッ
ク重量挙げ日本代表）を迎え、演題は「一期一会」。
　競技をはじめるきっかけとなった出会い、練習中のけがや手
術にふれ、「さまざまな人やけがといったものを含めた出会い
で、今の自分がいる。自分も周りに影響を与えている。自信が
持てるように日々の練習に励んでいる。結果がすべてではない
が、よい結果が出せるように皆さんも日々の練習に励む子ども
たちを支えてあげてください」と激励を送っていました。

大雪のブナオ山で大歓声
第３回とびだせアウトドアＫＩＤＳ

　２月６日㈯、31人の小学生が一里野温泉スキー場近くのブ
ナオ山観察舎で冬山を楽しみました。ブナオ山観察舎周辺は、
寒波のため、270ｃｍの積雪。かんじき体験、ビニール袋そり、
かまくらづくりなど、町内ではできない雪遊びを思いっきりし
ました。観察舎の中では、望遠鏡で急斜面を移動するカモシカ
を発見し、歓声を上げていました。
　この事業は、６月と10月にも行われ、白山麓の大自然のすば
らしさを体験してきました。

鬼は外 福は内～！
豆まきと鬼の面つくり

　節分の日の２月３日㈬、子育て支援センターふじひらで16
組の親子が参加して鬼の面作りと豆まきが行われました。先
生が扮する青鬼が登場すると、それまで楽しそうに遊んでい
た子どもたちの様子が一転。「こわい！」「来ないでー！」と
叫びながらお母さんに必死にしがみつく子や
泣き出す子も。それでも、なんとか豆の代わ
りの新聞紙のボールを鬼に向かって投げてい
ました。

地域で受け継ぐ伝統の技を学ぶ
押野公民館わら工作の会

　１月22日㈮、館野小の５年生76人が、押野公民館で地
域の指導者７人からわら縄編みの指導を受けました。これは、
現在ではあまり使用されなくなった「わら」を通して、先人
の知恵や生活様式を体験しながら学習するもので、23年続い
ています。
　お手本の、鮮やかな手さばきに「すごい、そんな風にでき
ない」「難しい、分からない」と言いながらも、真剣に取り組
み、編み上げた縄を友達と見せあう様子も見られました。

鬼の衣装は先生たちの手作り。大人でもちょっと怖い !? →

←初めてのかまくらづくりは大変だったぁ～
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

ありがとう！さようなら！堀内保育園
町立堀内保育園

かがやくひとみ

広
告
欄

昭和45年、地域に住む子どもたちの幸せを願い

創立された隣保館保育所から町立堀内保育園

と受け継ぎ40年。たくさんの人々に支えられ、総

勢1,443人の子どもたちが巣立っていきました。そ

の歴史が今、終わりを迎えようとしています。４月

からは隣地に社会福祉法人が運営する「ほりうち保

育園」が開園し、新たな歴史を踏み出します。また、

かわいい子どもたちの声が聞こえることでしょう。

　第31期生となる最後の卒園児「ひまわり組」32

人も、卒園記念作品「ランプシェード」作りに取り

組み始めました。風船を利用して作った張り子の表

面に、障子紙を丁寧にのり付けし、アクリル絵の具

で染めたたこ糸を表面に巻きつけて仕上げます。電

球は従来の白熱灯ではなく、環境に優しいLEDライ

トを使用しました。二人組になって障子紙を貼りな

がら、「ねえ、そっち持っといてや」「何色の糸にし

ようかな？」「これ出来上がってみんなで一斉につけ

たら、すっごい光るんじゃない？」と、完成を心待

ちにしている子どもたちです。

　窓の外に目を移すと、今は雪で真っ白な園庭ですが、

春にはクローバーが一面に広がり、夏には子どもたち

の元気なかけ声とともに堀内名物の和太鼓の発表も繰

り返し行われ、秋には柿の木がたくさんの実をつけ、

バッタやコオロギを追いかける子どもたちの姿と歓喜

の声が響き渡っていたことが思い出されます。

　来る３月28日には、「ありがとう！さようなら！

堀内保育園」と題したお別れセレモニーを予定して

います。催し物の一つに、年長児が心を込めてお世

話した花の種を風船につけて飛ばすものもあります。

見つけた際にはぜひ植えてみてください。園児たち

のように元気でかわいいお花が色鮮やかに咲き誇る

ことでしょう。
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ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

堀　雪乃さん
御園小学校３年

保育士になりたい

堀　一耀くん
御園小学校１年

サッカー日本代表になりたい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

３月 12日㈮から 24日㈬まで、蔵書整理のため臨時休館します。
≪蔵書整理とは≫全蔵書のバーコードを読み取り、正しく並べ替える蔵書点検、新聞・雑誌の整理、利用者データの点検などを行います。

と　き　３月
がつ

27日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

「さしすせそ」「だぢづでど」「ぱぴぷ

ぺぽ」目
め

に見
み

えない“音
おと

”を絵
え

にすると、

こんな色
いろ

、こんな形
かたち

、こんな感
かん

触
しょく

だっ

たんだぁ！あなたのイメージと比
くら

べて

見
み

てね。
● 今月の展示図書

テーマ　『はじめの一歩』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『かっきくけっこ』
谷
たに

川
かわ

　俊
しゅん

太
た

郎
ろう

／さく　堀
ほり

内
うち

　誠
せい

一
いち

／え　くもん出版

● 大人向け

迷惑をかけないで生きていくことは難
しい。特に子育てをしている時には。
これからは、気持ちよくお世話した
りされたりできる関係をつくっていこ
う。親も子もきっと楽になれる考え方
を伝えます。

『子どものコミュニケーション力の基本は共感です』
汐見　稔幸／著　旬報社

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に参加
できます。

野々市ブランド酒「ichi 椿」2年目新酒お目見え
　町を発信する野々市ブランドの日本酒「ichi 椿」。３月 20、21日開催
の椿まつりから新酒が店頭にも並びます。１年目の経験を生かし、それ
以上の出来が期待される今年は、300ml の瓶で７千本分が製造されます。
　ichi 椿は、清金にある中村酒造の協力のもと県立大学や農家、町、県
産業創出支援機構など関係機関が連携し、開発したものです。町内を流
れる白山の伏流水、町内で実った酒米、町花木「ツバキ」から採取した
酵母を使用し、町内で仕込む、まさに「野々市ブランド」のお酒です。

問い合わせ　地域振興室（産業振興課内）　（☎ 227 － 6160）
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活動紹介

リレー方式で町民の方々を紹介しています

「健康でのびのびと育ってね。
友達もたくさんできるといいね」

山下　智子さん／三日市
【左から直也さん、実希ちゃん、諒くん、紗希ちゃんと】

野々市町で暮らしてどうですか？
５年前に町民となりましたが、子育てしやすく住みや
すい町だと感じています。
広報についてのご意見は？
毎月楽しみにしています。知り合いがいないかや、
お知らせ版に参加できそうな育児講座がないかも
チェックしています。
自分の性格を一言であらわすと？
短気。頑固者。子どもに怒りっぽいです。
リフレッシュ方法や趣味は？
カラオケやボウリング、テニスもしていましたが、子
どもができてからはしていませんね。たまに子どもを
パパに任せて友達と食事に行かせてもらっています。
３人のお子さんの子育ては大変では？
子育てと仕事の両立はとても難しいですが、とても協
力的なパパと家族に助けられながらなんとか頑張っ
ています。疲れていても、子どもたちの笑顔を見ると
元気になれます。
目標やチャレンジしてみたいことは？
ダイエットですね。３人の子どもを産む前の体型に戻
りたいです。もう少し子どもが大きくなったら家族５
人でディズニーランドに行きたいですね。

“いきいき”
　　ののいち人

46

　母親クラブは、地域の子どもたちの健全育成を願い、児童館を拠点に活動するボランティア団体で、児童
館の夕涼み会やクリスマス会など、さまざまな行事に協力しています。
　本町児童館ふれあいクラブは、昭和 59 年の児童館設立以来 25 年以上活動を続けています。近辺の人を中
心に 40 ～ 50 人の会員で、月 2回程度の活動を行っています。
　毎年子どもたちに向けた作品を手作りし、今年度は「大きな石川さんかるた」を制作しました。そのほか
お菓子づくりやバス研修などの活動もしています。

　近くの母親友達の紹介で、入会し
て６年になります。児童館自体を知
らなかったのですが、活動を通して
安心して子どもを預けられるように
なりました。親子ともに、ここでの
人とのかかわりを通し、地域とのつ
ながりを持つことができました。特に、私は町外から嫁
いできたので、とてもよいきっかけでした。
　古くからの界隈ですが、意外と子どもがいると感じて
います。なるべく人が集まれるように、開催時間やＰＲ
に工夫して活動していきたいと思っています。集まってお菓子作り。この日はチョコを使って。

児童館母親クラブ「本町児童館ふれあいクラブ」

代表 駒井慶子さんからのコメント
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戸籍の窓
H22.1.16 ～ H22.2.15 受付分

■１月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,064 人	（＋	59）

　　男	 23,205 人	（＋	33）

　　女	 22,859 人	（＋	26）

　世帯数	 19,279 世帯	（＋	25）
■１月中の人の動き
　転　入	 201 人

　転　出	 160 人

　出　生	 47 人

　死　亡	 29 人
※住民基本台帳に記載されている数字
です



※環境保護のため、古紙配合率100％再生紙、大豆インク
　を使用しています。
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ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

ケーブルテレビ9ch
マイタウンののいち
月～金／ 6:30～　7:00

11:15～12:00
16:00～16:45

土／     11:00～12:00

FM放送 76.3MHz

ラジオ広報テレビ広報

かわいいミニワゴン
見かけたら手を振ってね！
２月１６日（火）、絵本、育児書などを積んだ移動車「えほんＢＯＸハウス」
が初お目見え。寒い中でしたが、側面のかわいいのっティにも誘われ、
子どもたちが集まってくれました。（関連記事７ページ、８ページ）

■ ねんりんピック石川2010 …… ２
■ あなたの町の町内会長 ………… 4
■ 市制の実現に向けて …………… 5
■ トピックス「のっティ」情報 ……… 8
■ 館野ミニバス全国大会出場決定 ほか… 10

主な内容

広 報
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2010
平成22年3
No.660

子育て支援センター菅原前

天気が良い日がなかなかありませ
んね。表紙の写真も撮影期間は４、
５日ありましたが良い日がなく、
とても寒い日に撮影しました。か
じかんだ指ではシャッターを押す
のも一苦労。寒い中、協力いただ
いた方々に感謝します。（金森）

子どもたちの豆まきを取材しまし
た。豆まきの前に鬼の面づくりを
していましたが、自分が作った鬼
の面が怖いと早くも泣き出す子が。
素直な感情表現にシャッターを押
す回数も増えました。来年こそは
泣かない強い子になってね。（瀧澤）

編 集 後 記

　神社境内の社林は、イチョウやアカマツなどの木で形成されています。なか

でも大きな木はイチョウで 4本みられます。最も大きいものは、地上 1.3m の

幹周りが 2.8m（径約 90㎝）あり、高さは約 17mで、町内でも幹周りの太さ

の大きいものと言えます。他のイチョウの幹周りは2ｍ前後の大きさです。また、

幹周り 1.5m のアカマツや、シラカシなどもあり、境内の奥には、ヤブツバキ

がみられます。

　富樫郷八幡神社は、明治 39年（1906）の神
じん

社
じゃ

合
ごう

祀
し

令
れい

により、明治 40年 3

月に同じ村内にあった菅原社が合祀されています。また、境内には江戸時代後

期の『石
いし

川
かわ

訪
ほう

古
こ

游
ゆう

記
き

』に記された「石■」（読み不明）と伝えられる石堂があり

ます。

富樫郷八幡神社の社林（上新庄）
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